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１．問題 
 2015 年 3 月学習指導要領が一部改正され、小学校で 2018 年度より「特別の教












「ねらいにせまる授業」「メディアの活用」の 3 因子を得ている。 
 「道徳科」がスタートした現在、小学校教員は道徳の授業についてどのような
意識をもっているのだろうか。また、完全実施を次年度に控えた中学校教員はど
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２．目 的 






 本調査対象者は、2018 年 6～8 月に悉皆研修を主とした各研修に参加した小・




調査用紙をのぞき、前回調査と比較のため小中学校教員の 817 名（小学校 419 名、












それぞれ 5 段階で回答を求めた（Appendix3 参照）。なお“道徳教育の躓き傾向”
神田外語大学紀要第31号 
















 調査対象者の学校種・経験年数を Table1、2 に示す。経験年数については前回
調査と比較するため、「10 年未満」と「10 年から 20 年」「20 年から 30 年」「30











 人数 割合 
小学校 419 51.3% 
中学校 398 48.7% 
合計 817 100.0%
 人数 割合 
10 年未満 356 43.6% 
10 年以上 461 56.4% 
合計 817 100% 
Table2．経験年数


























































であるが、今回「終末」の順位が上がり（5 位から 3 位）、「意見の交流」が下が
った（3 位から 4 位）。学校種別では中学校に変化が見られた。中学校で今回 1 位
の「発問」は前回 3 位である。また前回調査では中学校は「資料（教材）を探す」


















































































































































負荷量が 0.3 未満の 2 項目（8,29）を除いた 32 項目で再度因子分析を行い、さら
に 2 因子に関わる項目（26, 12, 31, 11, 21, 34, 10）を削除した 25 項目で因子分析
を行った結果が Table3 である。前回調査でも分析により 3 因子を得ているが、教
科化が始まり、教科書の導入、通知表等への評価が始まったことで因子の変化が
予測されるため、再度同じ方法で分析を試みた。 
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 前回調査の因子「多様なアプローチ」「ねらいにせまる授業」「メディアの活用」
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員のニーズ調査．神田外語大学紀要第 29 号．507-529. 
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